
第４２号議案  

 

 

中野区立小学校及び中学校教育職員の休職者給与支給に関する

規則  

 

 

上記の議案を提出します。  
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（提案理由）  

中野区立小学校及び中学校教育職員の休職者給与支給について規則

を定める必要がある。  

 



中野区立小学校及び中学校教育職員の休職者給与支給に関する

規則  

 

 （趣旨）  

第１条  この規則は、中野区立小学校及び中学校教育職員の給与に関

する条例（平成２９年中野区条例第３８号）第１８条の規定に基づ

き、休職された中野区立小学校及び中学校教育職員（以下「職員」

という。）の給与の支給に関し必要な事項を定めるものとする。  

 （病気等による休職者の給与）  

第 ２ 条  職 員 が 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ６ １ 号 。 以 下

「法」という。）第２８条第２項第１号に掲げる事由に該当して休

職されたときは、その休職期間（更新された期間を含む。）のう

ち、休職された日から１年に限り、給料及び地域手当のそれぞれの

１００分の８０に相当する額を支給する。  

 （刑事事件による休職者の給与）  

第３条  職員が法第２８条第２項第２号に掲げる事由に該当して休職

されたときは、その休職期間中、給料及び地域手当のそれぞれの１

００分の６０に相当する額を支給する。  

 （支給額の減額等）  

第４条  前条の場合において、当該事件につき、区に相当の損害を与

えたものであることが認められる場合その他中野区教育委員会（以

下「教育委員会」という。）が特に必要と認める事由があるものに

あっては、その額を減額し、又は支給しないことができる。この場

合においては、教育委員会は、あらかじめ特別区人事委員会の意見

を聴かなければならない。  

   附  則  

 この規則は、平成３０年４月１日から施行する。  


